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連合は5月9日、全構成組織にお集まりいただき「ボランティア担当者会議」を開催、今後のボランティア派遣の進め方について検討しました。

第1陣が5月4日から7日まで、第2陣が5月8日から14日まで活動しています。この第1～2陣は、連合熊本を中心に地方連合会のみなさんに対応して頂きました。現在第2陣で奮闘されている連合福岡の豊福常任執行委員からコメントを頂いています。
いよいよ5月15日からスタートする第3陣では、構成組織に派遣をお願いしていくことになります。本日「＠れんごう」で詳細をご案内しております。みなさまの引き続きのご協力をお願いいたします。
◆「連合救援ボランティア活動のてびき(Ver１)」より一部抜粋
	Ⅰ．ボランティア活動の心がまえ
○３つの原則：
①被災地・被災者に迷惑をかけない、　②現地の指示に従う
③安全確保
○６つの｢すること・しないこと｣：

①自己完結すること、　　②被災者への気遣いを忘れないこと、
③思い込みを捨てること、④集団行動のルールを守ること、
⑤無理をしないこと、　　⑥抱え込まないこと

Ⅱ．現地活動での注意点
～現地の対策本部の指示に従って行動してください～
○事故防止のためヘルメット等の安全用具は原則必ず着用してください。相互に声掛け等による安全確認に留意してください。
○地震関連の情報に注意。事前に避難場所を確認してください。

○水分はこまめにとり、熱中症・脱水症にならないよう気をつけてください。

※全文を必ずしっかり読んでください

Ⅲ．準備品リスト

リストをご確認ください。その上で、

○特に雨具、安全靴、長ズボン・長袖は必須です。(洗濯については次項参照)
Ⅳ．病気・ケガの予防

　○熱中症、食中毒、外傷等にくれぐれもご留意ください。体調が優れないときは決して無理しないでください。


◆現地情報　(担当者会議で出された質問等への回答です)
○気温が高い日が続いています。こまめに水分補給をしてください。

(塩飴・飲み水はベースキャンプに準備しています)
○余震が続いているので、携帯はマナーモードにはしないこと。緊急地震速報メールなどを受け取れるようにしてください。
○ボランティアを装った空き巣がいるので、必ず連合の帽子をかぶってください。
○落ちた屋根瓦やブロック塀の撤去などのお手伝いが中心。安全靴は必須です。
○梅雨入り間近のため、雨具は必須です。
○宿泊先には洗濯機や干し場がなく、コインランドリーも遠く(約3キロ先、街灯なし、住民の方も使用するため使用できるか不明)洗濯はできないと想定して、着替えを準備してください。

○宿泊所には風呂があります。シャンプー、石けんは準備しています。フェイスタオルは設置していますが、バスタオルはありません。
○車を運転することもあります。免許証は持参ください。
○宿泊所近辺はコンビニ等はじめ、何もありません。バス移動の際、帰りにコンビニに寄るようにしています。
※また新しい情報が届いたらニュースでお知らせします。
◆連合ボランティア第1陣、第2陣が活動！
連合ボランティアは、5月4日(水)より第1陣が、8日(日)より第2陣が活動しています。連合の代表として安全第一で頑張っていただいているお姿をお届けします。



　






◆各地方連合会もカンパ活動を展開中
東日本大震災の被災地・宮城県でも熊本に向け、カンパ活動を展開しています。連合宮城は、4月29日のメーデーにあわせて会場のほか、街頭3ヵ所で呼び掛けを行いました。


東日本大震災の被災地ということもあり、多くの市民の皆様が積極的に募金に応じてくれました。（連合宮城・阿部副事務局長より）
	


以上
連合は、今回の地震災害に際して「対策救援本部」を設置した。直ちに救援カンパ活動を開始するとともに、被災者の生活・雇用における安心や被災地の復旧・復興に向けて、政府・政党、経済団体への要請行動など、必要な取り組みを展開していく。2011年3月の東日本大震災に続き、はからずも私たちは再び大きな震災を経験することとなった。しかし、このような時にこそ、労働運動の原点である「助け合い・支え合い」の姿を体現し、社会的な役割を果たしていかなければならない。被災地の一日も早い復旧・復興に向けて、連合に集うすべての構成組織・地方連合会は団結し、最大限の取り組みを展開していこう2016年4月18日
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熊本県を中心とする九州地震


連合災害救援ニュース





発行：連合・対策救援本部
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←第1陣のみなさん


↓連合熊本上田会長の挨拶


（第1陣）





←第1陣では個人のお宅の片付けの手伝いなどを行いました





←（第2陣）写真左：ボランティアセンターで説明を聞く


写真右：中学校の再開に向けて片付けをお手伝い





←第2陣のみなさん











★ボランティア参加者からの現地報告★


ボランティア第2陣の活動は雨模様でスタートしました。


連休明けでボランティアが激減と報道される通り受付は少ない人数で、ボランティアセンターの方たちは私たちが到着するのを待ってましたと言わんばかりに迎えてくれました。とても期待されていることを感じました。


6チームに分かれての作業は軽重ありますが、作業が終わって感謝される事で疲れも感じません。明日から始まる中学校を片付けたチームは子どもたちが頑張っている姿にやる気が出たそうです。


活動はあと4日続きます。ケガのないように少しでも被災された方々の力になるように頑張ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連合福岡・豊福常任執行委員）








